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序
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序
に
か
え
て

小

泉

吉

永

「
教
育
」
と
い
う
言
葉
が
庶
民
に
浸
透
し
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
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「

、

。

日
本
国
語
大
事
典

小
学
館

の

教
育

項
に
は

知
識
を
与
え

個
人
の
能
力
を
伸
ば
す
た
め
の
い
と
な
み

現
代
で
は
、
一
定
期
間
、
計
画
的
、
組
織
的
に
行
な
う
学
校
教
育
を
さ
す
場
合
が
多
い
」
と
あ
り
、
江
村
北
海
作
、
天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
刊
『
授
業
編
』
四
巻
の
「

孔
子
ハ
）
其
ノ
他
従

遊
ノ
弟
子
ヲ
教
育
マ
シ


テ
…
」
の
用
例
を

（

シ
ヤ
ウ
ユ
ウ

テ

イ

シ

掲
げ
る
。

し
か
し
、
既
に
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
序
『
民
家
童
蒙
解
』
四
巻
「
教
育
」
章
で
、
常
盤
潭
北
は
庶
民
家
庭
の

○

○

育
児
の
要
諦
を
縷
々
述
べ
て
い
る
。
本
書
は
北
関
東
一
円
を
遊
歴
し
た
講
話
録
で
、
彼
が
講
話
の
中
で
「
教
育
」
と
い

う
言
葉
に
触
れ
た
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
本
書
に
よ
っ
て
、
家
庭
教
育
と
し
て
の
「
教
育
」
が
庶
民
に
広

が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
さ
ら
に
古
く
、
江
戸
の
医
者
・
千
村
拙
庵
は
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
序
『
小

児
養
生
録
』
で
「
三
つ
子
の
意
は
百
に
な
る
ま
で
と
を
る
と
い
ひ
伝
れ
ば
、
い
よ


教
育
を
つ
ゝ
し
む
べ
し
」
と
幼

こ
こ
ろ

つ
た
ゆ

○

○

児
教
育
の
重
要
性
を
説
い
て
お
り
、
近
世
の
育
児
書
で
は
家
庭
教
育
と
し
て
の
「
教
育
」
の
用
例
が
古
い
。

こ
の
た
び

『
近
世
育
児
書
集
成
』
は
第
一
弾
（
第
一
～
一
〇
巻
）
に
引
き
続
き

『
民
家
童
蒙
解
』
な
ど
五
〇
点
を

、

、

第
一
一
～
一
八
巻
に
収
録
し
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
育
児
に
関
す
る
言
説
は
、
育
児
書
以
外
の
様
々
な
文
献
に
登

場
す
る
た
め
、
探
せ
ば
無
数
に
出
て
く
る
が
、
基
本
文
献
は
ほ
ぼ
網
羅
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
本
集
成
所
収
の
育
児
書
一
〇
四
点
（
重
複
や
不
明
を
除
く
著
者
九
一
人
）
を
改
め
て
俯
瞰
す
る
と
、
一

八
世
紀
以
後
の
育
児
書
の
急
増
が
著
書
の
多
様
化
と
無
縁
で
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
著
者
九
一
人
の
職
分
は
、
①
漢
学

者
二
二
・
〇
％
、
②
医
者
九
・
三
％
、
③
書
家
・
手
習
師
匠
七
・
一
％
、
④
往
来
物
作
者
六
・
六
％
、
⑤
心
学
者
六
・

〇
％
、
⑥
僧
侶
四
・
九
％
、
⑦
幕
臣
（
郡
代
・
代
官
）
四
・
九
％
、
⑧
経
世
家
三
・
八
％
、
⑨
俳
人
・
歌
人
・
漢
詩
人

三
・
三
％
、
⑩
商
家
三
・
三
％
の
順
に
多
く
、
以
下
、
戯
作
者
、
神
道
家
・
国
学
者
、
書
肆
、
作
家
（
仮
名
草
子
・
読

本
等

、
藩
士
、
故
実
家
、
庶
民
篤
志
家
、
将
軍
・
大
名
、
道
学
者
・
教
育
家
、
武
家
女
性
、
絵
師
、
農
家
、
農
政
家
と

）

続
く
。
こ
の
う
ち
、
医
者
の
育
児
書
は
江
戸
期
を
通
じ
て
一
定
割
合
で
推
移
し
た
が
、
漢
学
者
の
育
児
書
は
一
八
世
紀

以
後
激
減
し
、
変
わ
っ
て
庶
民
の
育
児
書
が
台
頭
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
世
の
育
児
書
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
職
分
や
性
別
、
想
定
さ
れ
た
読
者
対
象
と
、
育
児
書
に
説

か
れ
た
児
童
観
や
教
育
論
と
の
関
係
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
が
多
く
、
女
訓
書
等
の
育
児
論
に
も
さ
ら
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
本
集
成
が
活
用
さ
れ
、
日
本
の
教
育
文
化
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

（
法
政
大
学
講
師
・
往
来
物
研
究
家
）


